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木
書
は
、
一
九
七
四
年
亡
く
な
ら
れ
た
嶋
崎
日
田
氏
生
前
の
設
表

・
未
設
表
論

文
十
五
を
、
土
肥
義
和
氏
が
中
心
と
な
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
「
年
譜
」

・

「主
要
著
作
目
録
」
・
榎

一
雄
氏
の

「
序
」
・
土
肥
氏
の
「
後
記
」
な
ど
が
附
さ

れ
て
い
る
。
十
五
の
所
収
論
文
名
と
後
表
年
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
「
姑
師
と
車
盟
問

・
後
王
闘
」
(
一
九
六
六
年
)

②
「
伺
奴
の
西
域
支

配
と
雨
漢
の
寧
師
経
略
」
(
一
九
七
一
年
〉

③

「
麿
の
高
昌
闘
征
討
の
原
因

に
つ
い
て
」
(
一
九
五
七
年
)
④
「
高
岡
田
閣
の
城
邑
に
つ

い
て
」
(
一
九
五

九
年
)

⑤

「
官
官
日
図
の
柳
谷
に
つ
い
て
」
(
一
九
六

O
年
)

⑤

「
可
汗
浮

闘
城
考
」
(
一
九
六
三
年
〉
⑦

「
麹
氏
高田
田
園
官
制
考
」

(一

九
六
一
二
年
〉

③
「
『
附
議
』
高
田
自
体
解
説
L

(

一
九
六

一
年
)

@

「
東
ト
ゥ
ル

キ
ス
タ
ー
ン

に
於
け
る
カ
l
レ
l
ズ
瀦
庇
の
起
源
に
つ
い
て
」
(
一
九
五
四
年
)
⑮

「林

則
徐
と
カ
I
レ
l
ズ
滋
減
法
」
(
一
九
五
七
年〉

⑪
「
西
域
に
お
け
る
滋
波

設
備
|
|
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
に
お
け
る
カ
l
レ
l
ズ
の
起
源
の
問
題
を
中
心
と
し

て
|
|
」
(
-
九
六
八
年
)
⑫
「
白
能
堆
考
」
(
一
九
五
五
J
五
六
年
)

⑬
「
西
域
交
通
史
上
の
新
道
と
伊
吾
路
」
(
一
九
五
六
年
〉

⑬
「
中
央
ア
ジ

⑮

「
遊
牧
園
家
の
中
央
ア
ジ
ア

ア
史
概
説

(七
|
十
九
世
紀
)
」
(未
設
表
)

支
配
と
中
園
王
朝
」
(
一
九
七
一

年
)

な
お
、
①
J
③
は

「
主
筋
」
と
し
て
、

⑤
J
⑮
は

「
附
管
制
」
と
し
て
分
類
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
嶋
崎
氏
御
自
身
が
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
な
い
の
で
、
設
表

蛍
時
の
論
文
の
内
容
を
忠
質
に
再
録
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
論
旨
が
論
文
相
互

に
矛
盾
す
る
場
合
も
み
ら
れ
、
か
え
っ
て

多生。

の
論
文
集
と
し
て
非
常
に
興

味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
多
く
既
に
先
皐
に
よ
っ
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
(
た
と
え
ば
、
最
近
の
も
の
で
は
堀
直
氏
書
評

『
陪
唐
時
代
の

東
ト
ゥ

ル
キ
ス
タ
ン
研
究
』
史
祭
雑
誌
八
六
|

一
一一、一

九
七
七
年
)
が
、
以

下
私
な
り
の
紹
介
と
コ

メ
ン
ト
を
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
各
論
文
の
紹
介
と
コ

メ
ン
ト
は
、

論
文
相
互
の
論
旨
の
授
受
関
係
が
あ
る
の
で
、
ほ
ぼ
設
表
年
次
順

に
す
る。
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本
書
で
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
カ
l
レ
l
ズ
泌
況
の
問
題
を
扱
っ
た
⑨
が

最
も
古
い
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
の
カ
l
レ
l
ズ
潜
概
の

起
源
に
つ

い
て
、
十
八
世
紀
末
ベ
ル

シ
ア
方
面
か
ら
ト
ク
ル
フ
ァ

ン
地
方
に
惇

来
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
⑮
は
、

@
の
論
旨
の

一
部
を
展
開
し
た
も
の
で
、
十
九
世
紀
中
頃
伊
撃
に
流
さ
れ
た
林
則
徐
が
こ
の

地
方
の
カ
l
レ
l
ズ
を
創
設
し
た
と
す
る
訴
吋
説。

務
民
生
の
所
以
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
。
⑪
は
、
⑨
⑪
の
ま
と
め
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
一一
つ

の
論
文
で
、
欧
米
の
研
究
者
が
多
く
と
る
べ
ル
シ

ヤ
起
源
説
、
王
函
維
を
代
表

と
す
る
中
園
の
研
究
者
の
中
園
起
源
説
、
漠
然
と
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た

と
す
る
考
え
方
、
こ
れ
ら
を
逐
一
批
判
検
討
し
、
資
設
的
に
腸
納
さ
れ
た
そ
の

結
論
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

た
だ
し

『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
第
二
各
〈
卒
九



社
、
一
九
五
九
年
〉
で
氏
が
吉
田
光
邦
氏
と
共
同
執
筆
さ
れ
た
「
カ
ナ
l
ト
」
の

項
に
よ
れ
ば
、
中
閣
で
も
漢
代
に
カ
l
レ
l
ズ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
中
園
と
の

関
連
が
な
い
と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ

ら
の
論
文
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
カ
l
レ
l
ズ
瀦
減
ひ
い
て
は
河
川
滋
瓶
に

つ
い
て
、
問
題
を
提
起
し
た
貼
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
氏
御

自
身
が
以
後
の
課
題
と
さ
れ
た
「
カ
l
レ
l
ズ
の
祉
曾
経
済
史
上
の
諸
問
題
」

は
こ
こ
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

⑫
は
、
⑨
の
王
図
維
読
批
剣
で
問
題
と
な
っ
た

「
白
龍
堆
」
の
位
置
と
そ
れ

を
め
ぐ
る
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
白
色
ロ
の

ロ
プ
H
ノ
1
ル
北
部
の
ヤ
ル
ダ
ン
群
を
指
す
と
す
る
考
え
方
を
是
と
し
、
徐
松

の
マ
ミ
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
ま
で
損
大
し
た
解
穆
が
、
貌
源
の
都
善
が
ト
ゥ

ル
フ
ァ
ン
地
域
に
あ
っ
た
と
す
る
考
え
方
を
生
み
、
今
日
に
至
っ
て
も
都
善
の

地
名
が
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
情
代
の
研
究

書
を
多
く
利
用
す
る
「
西
域
史
」
研
究
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
極
め

て
有
盆
で
あ
る
。
白
龍
堆
の
位
置
に
関
連
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、

『
漢
書
』

等
に
そ
こ
を
迂
回
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
「
新
道
」
の
道
筋
で
あ
る
。
そ

の
問
題
を
扱
っ
た
の
が
⑬
で
あ
る
。
そ
こ
で
氏
は
、
新
道
と
は
徐
松
等
が
述
べ

る
ハ
ミ
経
由
の
も
の
で
な
く
、
タ
ル
ク
リ
タ
l
グ
の
山
中
を
直
接
高
昌
に
向
か

う
惰
代
の
柳
中
路
の
前
身
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
は
、
『
西
域
園
記
』
・

『
西
州
園
経
』
等
を
駆
使
し
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
方
南
部
の
安
通
路
を
歴
史
的

に
明
ら
か
に
し
た
黙
に
意
義
が
あ
る
。
た
だ
、
新
道
の
道
筋
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
松
田
誇
男
氏
の

『古
代
天
山
の
歴
史
地
理
康
的
研

究
』
一
一
八
J
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
が
、
そ
の
問
題
鈷
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
思

鈴円
ノ
。
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こ
れ
以
後
、
氏
は
惰
唐
時
代
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
歴
史
、
つ
ま
り
高
昌

王
園
の
歴
史
を
扱
っ
た
一
連
の
研
究
を
行
な
わ
れ
た
。
ま
ず
③
は、

貞
観
十
四

年
の
唐
の
高
畠
図
。
征
討
。
の
原
因
は
、

基
本
的
に
は
西
突
廠
針
策
に
あ
っ
た

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

嘗
時
の
吉
岡
田
国
王
園
を
め
ぐ
る
諸
事
件
は
、
唐

・
西
突
廠

座
利
失
可
汗
・

菩m
番
陣
営
と
西
笑
阪
乙
眺
附
陸
可
汗
・
高
昌
陣
営
と
の
封
立
関

係
の
中
で
理
解
す
べ
き
で
、
後
者
の
前
者
に
射
す
る
。
挑
戦
。
に
封
抗
し
て
立

ち
上
が
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に
、

唐
の
高
畠
王
園

。
征
討
。
の
原

因
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
黙
、
高
畠
の
生
産
物
の
堕
か
さ
に
注
目
し
た
唐
王

朝
の
西
域
経
営
策
に
そ
の
原
因
を
み
た
松
田
氏
の
考
え
方
(
前
掲
『
古
代
天
山

の
|
|
』
、

二
九
四
J
九
五
ペ
ー
ジ
〉
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
。
こ
の
論
文
は

高
昌
王
園
の
歴
史
を
北
ア
ジ
ア
史
と
の
関
わ
り
に
於
い
て
捉
え
る
と
い
う
、
い

わ
ば
。
E
調
的
。
な
視
結
で
高
昌
王
図
史
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
し
た
貼
に
意
義

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
肯
定
す
べ
き
観
勲
が
逆
に
北
ア
ジ
ア
史
主
践
の
歴
史

を
組
み
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
麹
文
泰
時
代
の
高
昌
王
図
史
は
乙
眺
附
陸
可
汗

の
「
意
の
ま
ま
に
動
か
さ
れ
て
い
た
」
(
九
一
ペ

ー
ジ
〉
歴
史
で
あ
っ
た
と
い

う
否
定
す
べ
き
テ
1
マ
を
導
い
て
し
ま
わ
れ
た
。
こ
の
勲
、
氏
の
考
え
方
は
後

の
⑥
な
ど
各
論
文
に
共
通
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
政
治

史
的
観
貼
か
ら
見
る
限
り
あ
る
程
度
の
意
義
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
が
、
高
昌
王
園
史
全
般
に
閲
し
て
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
説
明
し
て
い

る
か
は
疑
問
な
貼
が
多
い
。
さ
ら
に
、
他
の
観
鮎
か
ら
見
る
時
、

こ
の
稜
言
が

引
き
起
こ
す
誤
解
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
ト
ヮ
ル
フ
ァ
ン
史
を
北
ア
ジ
ア
史

の
後
景
に
退
け
て
し
ま
わ
れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

@
は
、

嘗
時
出
版
さ
れ
た
『
西
域
文
化
研
究』

な
ど
を
援
用
し
て
、
官
同
昌
王

園
の
主
要
な
城
口巴
十
八
に
つ
い
て
地
名
比
定
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

成
果
は
特
に
高
寧

・
横
裁
二
城
の
比
定
に
現
わ
れ
て
い
る
。民「
仲
勉

・
質
文
弼

な
ど
諸
氏
の
所
論
を
批
判
検
討
し
出
さ
れ
た
結
論
は
、
高
畠
王
圏
内
部
諸
地
域

-117ー
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の
地
理
と
そ
の
地
凶
が
的
っ
た
歴
史
性
を
明
ら
か
に
し
た
拍
で
注
目
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『
必
苫
』
諸
夷
山
昨

・
高
昌
国
後
に

「置
四
十
六
銭
」
と

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、

残
り
か
な
り
の
敏
の
城
邑
が
分
か
ら
な
い
こ
と
は
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

⑤
も
官岡田
田
王
閣
内
部
の
地
理
と
歴
史
を
扱
っ

た
も
の
で
、
高
田
田
北
方
に
は
東

・
西
二
筒
彪
の
「
柳
谷
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
天
山
北
方
へ
の
通
路
と
し
て
異

な
っ
た
歴
史
性
を
撚
っ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
方
の
柳
谷
と
は
、
い

わ
ゆ
る
え
ノ
パ
越
え
。
の
途
中
に
あ
る
谷
で
、
唐
の
庭
州
設
置
以
後
要
道
と

な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
東
方
の
柳
谷
(
オ

ル
タ
ン
リ
ア
グ
ジ
に
比
定
さ
れ
る
)

を
通
っ
て
西
突
阪
乙
此
附
陸
可
汗
の
基
地
、
可
汗
浮
間
城
に
至
る
ル
l
ト
が
要

道
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
氏
は
⑬
で
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
方
南
方
の
地
理

・
交
通

路
を
一
ホ
さ
れ
た
が
、
本
論
文
と
後
の
⑤
に
よ
っ
て
今
度
は
北
方
の
地
理

・
交
通

路
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

③
は、

『問責日
』
西
城
山
間

・
高
田
田
園
僚
の
記
事
か
ら
、

『
貌
誓』

な
ど
前
時

代
の
史
料
に
銭
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
除
き、

『
陥
世
一回
』
獅
自
の
記
事
か

ら
陥
代
の
高
畠
主
閣
史
を
解
説
し
た
も
の
で
、
弁
せ
て
裂
矩
の

『
西
域
回
記
』

と
の
閥
述
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
高
回
目
玉
の

多間以婚
制
。
、
高
自由閤
民
の
ト
ル

コ
風
俗
、
鍛
紛
の
古
向
日
日
支
配
の
方
法
な
ど
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
陪
代

の
高
昌
王
図
史
が
浮
か
び
上
っ
て
来
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
氏
が

『
貌
書』

と

『陥
書
』
の
古同
呂
図
に
関
す
る
記
事
の
関
連
に
つ
い
て
述
。
へ
る
際
に
、

『
数

世
間』

の
記
事
が
問
題
の
四
域
博
に
入
っ
て
い
な
い
貼
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し

い
記
述
が
必
要
で
あ
っ

た
と
思
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
氏
の
高
昌
闘
史
研
究
の

一
つ
の
結
論
と
も
言
う
べ

き
も
の
が
、

⑦
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、
ト
ク
ル
フ
ァ

ン
出
土
の
抑
文

・
墓
誌

銘
・
墓
表
を
使
っ
て
高
昌
王
図
の
官
制
を
再
構
成
し
、
そ
の
現
貨
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
黄
文
路
氏
の

「
高
昌
園
官
制
考
」

と
い
う
論
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
大
き
く
修
正
し
組
織
的
に
賀
態
を
究
明
さ
れ

て
い
る
。
高
畠
王
図
の
中
央
行
政
組
織
は
高
畠
玉
の

「摂
騎
大
将
軍

・
卒
西
郡

開
園
公
」
の
府
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
、
地
方
に
は
郡
際
制
が
し
か
れ
王

子
で
あ
る
交
河
公

・
団
地
公
が
郡
太
守
を
粂
ね
て
い
た
こ
と
、
高
回
目
玉
圏
の
官

制
に
は
麹
伯
雅
の

J
決
化
運
動
。
の
結
果
一
度
改
革
が
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
珠
玉
の
論
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
残
さ
れ
た
問
題
も

多
い
よ
う
に
思
う
。
ま
ず
、
『
周
書
』

に
記
載
さ
れ
た

「
水
曹
」
の
存
在
に
関

し
て
で
あ
る
。
氏
は
碑
文
な
ど
出
土
史
料
に
そ
の
名
が
見
え
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
て
い
る
(二
七
六
ペ

ー
ジ
)
。
し
か
し
、
こ

の
「
水

曹
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
者
が
西
域
で
の

多水
。
の
重
要
性
を
述
べ
る
際
に

引
用
す
る
も
の
で
あ
る。

氏
御
自
身
も
③
で
引
用
さ
れ
て
い
る

(一
二
六
三
ペ
ー

ジ)。

そ
れ
故
、

こ
の
貼
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
詳
し
い
記
述
が
必
要
で
は
な

か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、

『
周
書
』
に
記
さ
れ
た

「
水
市
田」

の
存
在
に

刻
す
る
重
要
な
問
題
提
起
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
氏
は
、

『
周
書
』

の

「
大
事

決
之
於
玉
、
小
事
則
世
子
及
二
公
随
欣
断
決
。
:
:
:
官
人
錐
有
列
位
、
盟
加熱
首

府
、
唯
緩
旦
集
於
牙
門
評
議
衆
事
」
と
い
う
記
事
か
ら
、
前
半
で
整
然
と
示
さ

れ
た
高
畠
王
園
の
官
制
を
い
わ
ば
否
定
さ
れ
た
形
に
な
っ
た
。
乃
ち
、
高
田目
玉

園
は
西
笑
阪
な
ど
の
後
ろ
だ
て
に
よ
る
王
家
濁
裁
政
治
を
行
な
っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
官
制
は
亡
命
漢
人
の
名
相
官
心
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
装
飾
的
存
在
で
あ

っ
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
問
題
は
官
制
全
般
を
そ
の
よ
う
な
形
で

決
め
つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
質
質
的
な
官
制
は
ど
の
部
分
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に
氏
は
、

麹
伯
雅
の
。
漢
化
運
動
多
と
い
う
こ

と
を
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
縦
念
が
唆
昧
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
つ
て
羽
田

亨
氏
ハ
『
西
域
文
明
史
概
論
』
)
以
来
、
こ
の
地
域
の
漢
文
化
の
濃
厚
さ
は
周
知
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の
事
貸
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
麹
伯
雅
の
漢
化
運
動
が
そ
の
よ
う
な
紋
況
に
占
め

る
位
置
を
明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
か
え
っ
て
分
か
り
に
く
い
言
葉
に
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
に
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
本
論
文
は
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
吉
岡
田
田

主
圏
史
研
究
を
基
礎
に
、
官
制
全
般
に
つ
い
て
整
然
と
し
た
飽
系
を
示
さ
れ
た

黙
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
氏
は
常
に
ト
ク
ル
フ
ァ
ン
地
域
の
歴
史
を
、
北
ア
ジ
ア
史
と
の
闘
わ

り
か
ら
捉
え
よ
う
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
論
と
も
言
う
べ
き
も
の
が

⑥
で
あ

る
。
本
論
文
は
、
@⑤
で
高
昌
王
圏
と
の
密
接
な
閥
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
可

汗
浮
困
城
の
位
置
と
そ
の
歴
史
的
意
義
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
松
田
氏
の
務
塗
谷
読

・
安
部
健
夫
氏
の
木
監
河
設
に
針
し
て
、

古
城
設
を
提
唱
さ
れ
る
。
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
東
は
漠
北
に
直
結

し
、
南
は
腹
筋
で
交
通
の
要
衝
た
る
ト
ク
ル
フ
ァ
ン
余
地
に
連
結
す
る
樋
要
な

地
に
位
し
、
鯨
蝋

・
鍛
勤

・
突
阪
な
ど
歴
代
の
遊
牧
勢
力
、
が
常
に
こ
こ
に
竣
っ

て
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
盆
地
、
ひ
い
て
は
タ
l
リ
ム
盆
地
を
支
配
し
た
重
要
な
場
所

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
き
わ
め
て
明
解
な
論
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
ト
ゥ

ル
フ
ァ
ン
地
域
北
方
の
歴
史
地
理
が
、
北
ア
ジ
ア
遊
牧
勢
力
と
の
関
係
で
か
な

り
剣
然
と
浮
か
び
上
が
っ
た
と
言
え
る
と
思
う
。
な
お
、
氏
は
西
氏
八
回
州
統
一
英
護

可
汗
が
古
同
日
目
玉
閣
に
射
し
て

。
強
力
な
支
配
者
。
で
あ
っ

た
と
い
う

一
つ
の
論

践
と
し
て
、
古
同
昌
王
麹
文
泰
、
か
統
業
護
可
汗
に
射
し
て
「
奴
」
と
自
問
刑
し
た
こ

と
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
(
一
九
二
ペ

ー
ジ
〉
が
、
「
奴
」
と
副
附
す
る
こ
と
か
ら

直
接
そ
の
こ
と
を
言
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
嘗
時
、
「
奴
」
は
「
医
」
と
同

義
で
あ
り
(
謎
雅
夫
「
階

・
底
と
チ
ュ
ル
ク
図
家
」
、
同
学
生
批

『
古
代
史
講
座
』

第
一

O
各
所
収
、
九
二
ペ
ー
ジ
)
、
必
ら
ず
し
も
多
強
力
な
支
配
者
。
と
は
言

え
な
い
と
思
う
。
さ
ら
に
、
「
奴
」
、
が
文
書
の
用
語
と
し
て
形
式
性
を
持
っ
た

こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
う
。

こ
の
よ
う
な
陪
唐
時
代
の
ト
ク
ル
フ
ァ
ン
史
|
|
つ
ま
り
高
日
田
園
史
|
|
の

研
究
を
も
と
に
、
漢

・
三
園
時
代
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
史
、
つ
ま
り
、
車
師
王
園

の
歴
史
を
扱
わ
れ
た
の
が
、
①
②
で
あ
る
。
①
は
、
本
来

多ア

ル
タ
イ
系。

の

遊
牧
民
と
し
て
一
つ
の
民
族
的
ま
と
ま
り
を

示
し
て
い
た

「
姑
師
(
車
師
ど

が
、
農
耕
を
主
と
す
る
車
師
前
王
国
、

三
園
時
代
に
農
耕
図
化
し
た
車
師
後
王

園、

遊
牧
閣
の
ま
ま
で
あ
り
繍
け
た
移
支
図
な
ど
に
分
裂
し
て
い
っ
た
状
況
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
弁
せ
て
、
漢
の
。
西
域
経
営
多
が
、
一
に
車
師
経
略
を

中
核
と
し
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ

き
論
文
で
あ
る
。
こ
の
遊
牧
民
の
農
耕
民
化
と
い
う
捉
え
方
は
、
松
田
議
男

・

小
林
元
共
箸
『
乾
燥
ア
ジ
ア
文
化
史
論
』
以
来
の
テ
1
マ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

ま
た
一
つ
の
例
詮
が
得
ら
れ
た
。
車
師
の
農
耕
民
化
を
言
う
際
に
、
何
故
に
旬

奴
儲
僕
都
尉
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
私
に
は
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
車
師
の
民
が
自
ら
農
耕
民
化
し
た
と
考
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
氏
の
北
ア
ジ
ア
史
と
の
関
わ
り
で
ト
ゥ
ル
フ

ァ

ン
史
を
捉
え
る
と
い
う
方
向
性
が
漢
代
に
も
適
用
さ
れ
た
の
が
、

②
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
、

①
の
漢
の
多
西
域
経
営
ク
に
闘
す
る
趣
旨
を
受
け
て
、
今
度
は

伺
奴
の
西
域
支
配
が
常
に
パ
ル
ク
ル
H
H
ノ
l
ル
付
近
を
嫁
黙
と
し
て
行
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
結
果

4

車
師
の
地
。
つ
ま
り
ト
ク
ル
フ
ァ
ン
盆
地

が
梅
雨
宮
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ

れ
ら
①
②
の
二
論
文
、
さ
ら
に
⑬
な
ど
に
よ
っ
て
、

ト
ク
ル
フ
ァ

ン
史
の

。古

代
史
。
と
も
言
う
べ
き
部
分
が
か
な
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

⑪
⑮
二
論
文
は
、
氏
の
い
わ
ば
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
史
概
設
で
あ
る
。

⑬
は、

「
中
央
ア
ジ
ア
史
」
の
一
つ
の
焦
貼
で
あ
る
ト
ク
ル
フ
ァ
ン
地
方
を
中
心
と
し

て
、
七
J
十
九
世
紀
の
「
中
央
ア
ジ
ア
史
」
を
概
説
し
た
も
の
。
⑮
は
、
氏
の

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
漢
J
唐
の
中
園
王
朝
の

。
西
域
経
営
。
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と
遊
牧
園
家
の
「
中
央
ア
ジ
ア
」
支
配
に
つ
い
て
概
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
が
各
論
文
の
紹
介
と
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

今
迄
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
氏
の
研
究
は
一
貫
し
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
方
の

地
理
・
政
治

・
経
済
・
祉
舎
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
の
カ
l

レ
l
ズ
問
題
を
扱
っ
た
⑤
、
麹
氏
一回向畠
王
閣
の
官
制
の
全
世
像
を
明
ら
か
に
し

た
⑦
、
そ
し
て
従
来
専
論
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
車
師
王
園
に

つ
い
て
総
括
的
に
問
題
を
提
起
し
た
①
な
ど
、
そ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら

の
論
文
は
、
王
図
維
・
黄
文
弼
・
松
田
寄
男
諸
氏
の
研
究
を
批
判
検
討
し
、
ト

ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
内
部
の
歴
史
に
つ
い
て
徽
密
な
論
議
を
展
開
さ
れ
た
貼
に
大

き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
一
方
で
は
氏
の
ト
ゥ
ル

フ
ァ
ン
史
研
究
は
、
北
ア
ジ
ア
遊
牧
勢
力
と
の
関
わ
り
で
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
史
を

捉
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
六
四

O
年
の
唐
の
高
畠

。
征
討
タ
の
原
因
は
基
本

的
に
西
突
版
刷
制
策
に
あ
っ
た
と
す
る
③
、
北
ア
ジ
ア
遊
牧
勢
力
の
嫁
貼
で
あ
っ

た
可
汗
浮
困
城
と
ト
ゥ
ル
フ

ァ
ン
地
域
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
し

た
⑤
、
伺
奴
の
西
域
支
配
に
と
っ
て
ト
?
ル
フ
ァ
ン
地
域
が
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
②
な
ど
、
そ
の
傾
向
が
波
厚
に
現
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
北
ア
ジ
ア
遊
牧
勢
力
さ
ら
に
中
図
王
朝
を
加

え
た
、
首
時
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
を
め
ぐ
る
い
わ
ば
園
際
欣
勢
を
明
ら
か
に

し
た
勲
に
意
義
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
肯
定
す
べ
き
硯
黙
が
逆
に
北
ア
ジ

ア
史
本
位
の
歴
史
像
を
描
く
傾
向
を
来
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
氏
は
こ
の
よ
う
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
史
を
北
ア
ジ
ア
史

上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は
意
を
抑
わ
れ
た
が
、
最
も
重
要
な
「
中
央
ア
ジ
ア

史
」
上
に
於
け
る
位
置
づ
け
を
落
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
印
象
を
受

け
た
。
確
か
に
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
方
と
他
の
中
央
ア
ジ
ア

・
オ
ア
シ
ス
地
方

と
の
民
族
的

・
文
化
的
異
質
性
は
言
わ
れ
た
。

し
か
し
、
い
わ
ば
同
質
性
と
も

言
う
べ
き
部
分
は
、
あ
ま
り
追
求
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

あ
る
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
氏
の

一
貫
し
た
ト
ゥ
ル
フ
ァ

ン
史
研
究

は
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
タ
地
域
史
研
究
。
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思
う
。
か
つ
て

松
田
蒋
男
氏
は
、

「
東
西
交
渉
史
L

と
い
う
形
で
「
乾
燥
ア
ジ
ア
世
界
」
に

E

大
な
骨
格
を
興
え
ら
れ
た
。
松
田
氏
の
こ
の
巨
翻
的
観
貼
を
、
ト

ヮ
ル
フ
ァ
ン

地
域
史
研
究
と
い
う
形
で
微
視
的
に
深
め
た
の
が
、
嶋
崎
昌
氏
で
あ
ろ
う
。

本

書
は
、
氏
の
こ
の
軌
跡
を
示
し
た
名
著
で
あ
る。

最
後
に
、
氏
の
御
冥
一
隔
を
心
か
ら
御
断
り
し
た
い
。

(
山
本

光
朗
)
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